
[若手臨床家のための]

臨床検査データ読解集中特訓！
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20268//10MON.  〔 赤血球 〕第1回

20269//14 MON.  〔 白血球 〕第2回

202610 //6 TUE .  〔 血小板＆血液凝固 〕第3回

202611 //9 MON.  〔 腎臓 〕第4回

202612 //8 TUE .  〔 肝臓 ＆消化器 〕第5回

20271//5 TUE .  〔 電解質＆酸塩基平衡 〕第6回

20272//2 TUE .  〔 内分泌 〕第7回

20273//2 TUE .  〔 総合評価 〕第8回

考える力を鍛える、“獣医師向け”実践型プログラム。
CBC・血液化学検査・血液ガス・酸塩基平衡・内分泌疾患まで、
幅広い検査データを症例とともに読み解き、診断プロセスを構築する力を養います。

会場/ アニコムビル5階

定員/ 30名

時間/ 各回14：00～16：30 (13：30受付開始)

講師: 小笠原 聖悟 先生
小笠原犬猫病院所属・
米国獣医病理学専門医（臨床病理）
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〒108-0075  東京都港区港南2丁目13-37
● JR各線・京急線「品川駅」港南口より 徒歩約6分 
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お申込みはこちら
費用/ 全８回合計 ５万円（税別）

※JARVIS提携病院様は10％割引！

共催：主催：
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Vets Support



院長先生・教育担当者の皆様へ

若手獣医師の皆様へ

若手臨床家のための臨床検査データ読解 集中特訓! 

本セミナーは、日常診療で日々目にする「検査データ」をどのように読み解き、診断へとつなげるかという

“思考プロセス”に焦点を当てた、獣医師向けの実践型プログラムです。臨床現場において、血液検査

データは常に提示されますが、それらを「数値の羅列」として扱うのか、「病態を語る情報」として活用で

きるかによって診断精度は大きく変わります。本セミナーでは、CBCや一般的な血液化学検査に加え、

血液ガス・酸塩基平衡、さらには内分泌疾患に関連するデータまで幅広く扱い、それらを統合的に解釈

する力を養うことを目的としています。最大の特徴は、症例ベースのディスカッション形式である

点です。実際の臨床症例をもとに、「このデータから何が言えるのか」「どこに違和感があるのか」「次に

何をすべきか」といった思考を参加者自身が行い、他の参加者と議論を重ねながら診断プロセスを構築

していきます。単なる知識の習得ではなく、“考える力”を鍛えることを重視した構成となっています。

本セミナーは全８回の対面形式で実施し、各回ごとに症例を用いた実践的なトレーニングを行います。

ディスカッションを中心とした進行により、受動的に知識を得るのではなく、自ら考え、発言し、修正する

というプロセスを繰り返すことで、診断力を確実に向上させることを目指します。「なんとなく分かる」

から「根拠を持って説明できる」へ。日々の診療において、自信を持って検査データを扱えるように

なりたい方に向けた学びの場です。

若手獣医師の診断力において、検査データの解釈能力は極めて重要な基盤の一つです。一方で、この

能力は単なる講義では習得が難しく、実際の症例に基づいたトレーニングが不可欠です。本セミナーは、

そうした課題に対する実践的な教育プログラムとして設計されています。若手獣医師が診断プロセスを

自ら構築できるようになることで、日常診療の質向上に直結するだけでなく、院内教育の負担軽減にも

寄与します。「データはあるが、使いこなせていない」状態から、「データを武器にできる」状態へ。その

変化を実感できる機会として、ぜひご活用ください。

小笠原 聖悟
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